
V O I C E
〈知らない世代からのメッセージ〉

2007 年度特別展  vol.Ⅱ

広瀬美紀　「Requiem 東京大空襲・今」　2006 年

蒲生美緒 | movie

広瀬美紀 | photo

鳥居　巧 | movie

村松祐樹 | movie

渡邉祐一 | photo

2007年12月6日(wed)～2008年１月１４日(mon)

東京大空襲・戦災資料センター

　                      

12：00～16：00　月曜・火曜休館　[12/24・1/14は開館]　一般300円・中高生200円
会場・主催・東京大空襲・戦災資料センター・2Ｆ多目的ホール　協力・大西みつぐ



V O I C E
2007年12月6日（木）～2008年1月14日（月・祝）

12:00－16:00 休館日　月･火曜（12/24, 1/14は開館) 年末年始(12/28～1/4)

・ギャラリートーク

1回目　12月22日（土）13時30分～

2回目　　1月14日（月・祝）13時30分～

・フィールドワーク 　砂町の空襲

12月8日（土）13時30分～

―　知らない世代からのメッセージ

2007 年度　第2回特別展

   アートに何が伝えられるのか―「VOICE」展はこの問いを出
発点に、＜戦争＞に向き合おうとする若い世代のアーティスト
と、東京下町を拠点に空襲を伝えてきた戦災資料センターの
コラボレーションにより実現した展示です。わたしたちの生きる
世界には、ときに何気ない風景や人々のささやきの中に、とき
にむき出しの形で、＜戦争＞の痕跡が刻まれています。そん
な、世界や身の回りにある声に耳を傾け、また、他者へと手渡
す。このシンプルな行為が、いかに驚きと創造性にみちたもの
であるかを、ここに集まるアート作品は気づかせてくれます。
「伝えていくこと」の大切さが今ほど問われている時代はありま
せん。
  若い世代の挑戦から、何かを受け取って頂ければ幸いです。

主催
会場

協力　大西みつぐ（写真家）

②蒲生　美緒　（映像）｜　Gamo Mio　　　　　　
早稲田大学3年、北海道出身、21歳。
大学入学を機に、映像・写真を始め、東京・広島・
ルワンダ・カンボジア・ベトナムと、戦争の証跡が
残る街を訪れ、「戦争とは何か」を考え続ける。

④広瀬　美紀　（写真）｜　Hirose Miki
1977年東京生まれ神奈川育ち。2002年北里大学
大学院修了。神奈川県公立中学・高校理科講師
を経て、2005年日本写真芸術専門学校Ⅱ部報道
芸術科樋口ゼミ卒業。現在フリー

⑤⑥渡邉　祐一　（写真）｜　Watanabe Yuichi
1969年千葉県生まれ。電気技術者を経て、2001年
日本写真芸術専門学校入学。2003年同校報道写
真科樋口ゼミ卒業。
2005年6月銀座ニコンサロン、11月大阪ニコンサロン
にて個展開催。現在フリー

①③村松　祐樹　（映像）｜　Muramatu　Yuuki
大学3年生、静岡県出身。
ビルの乱立する東京の景色を見て、東京大空襲で
焼け野原になったはずの土地がどのように復興した
か疑問をもつ。また、広島・長崎と東京の戦争被害
報道の違いにも疑問を持ち、映像コンテンツによっ
てその疑問を表現したいと考える。

①③鳥居　巧　（映像）｜　Torii　Takumi
慶応大学3年。祖母の兄が沖縄で戦死し、幼い頃か
ら戦争や戦跡に興味を持つ。この夏初めて広島・長
崎を訪れ、被爆地のメッセージを広く伝えたいと思っ
た。

▼JR「秋葉原駅」中央
　　改札口を出て左の
　　2番バス乗り場から 
　　都バス《葛西駅行
　　き》（秋26）で35分、
　　「北砂1丁目」
　　下車2分

▼JR「錦糸町駅」南口
　　3番バス乗り場から
　　都バス《東陽町行き
　　／東京駅丸の内北
　　口行き》（東22）で
　　「扇橋2丁目」下車、
　　徒歩10分
▼都営地下鉄新宿線
　　「住吉駅A4出口」
　　徒歩18分
▼東京メトロ半蔵門線
　「住吉駅B1出口」から
　　徒歩15分

一般300円　中高生200円　小学生以下無料

東京大空襲・戦災資料センター会場

②「トウキョウ・ソラ・ヒト」　Gamo Mio 2007①「祈りの瞬間の中で―広島・長崎・東京」　
　　Muramatu Yuuki & Torii Takumi 2007

⑤「FORCE」 Watanabe Yuichi 2007 ⑥「FORCE」 Watanabe Yuichi 2007

③「祈りの瞬間の中で―広島・長崎・東京」　
Muramatu Yuuki & Torii Takumi 2007

④「Requiem 東京大空襲、今」 Hirose Miki 2007


